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王子斎藤紙業株式会社 杉並営業所は、古紙収集の事業活動を推進するに当り、

『王子斎藤紙業株式会社の環境方針』に基づいて、広く地球的視点に立って

環境に配慮した企業活動を積極的に維持発展させ、真に豊かな社会の実現に貢献する。

＜行動指針＞

当社は、提供する製紙原料の環境問題における位置付けをよく認識して、事業活動、

製品、サービスについて法規制等を遵守し、エコアクション21環境経営システムに

より、下記の指針に従って継続的に環境改善を図ります。

1．全従業員は 5S (整理、整頓、清潔、清掃、躾）　をモットーに日常の業務に　

　  励みます。

2．全従業員は、以下を重点項目として掲げ、汚染の予防に取り組みます。
（1）省エネルギーによる二酸化炭素排出量の削減

（2）廃棄物の削減

（3）水消費量の削減

（4）クリーンな原材料及び資材の積極的な利用

3．環境コミニュケーションを通して、環境活動の状況を内外に伝達します。

環境経営方針

平成28年06月01日 改定
平成24年06月01日 改定
平成21年08月10日 作成

王子斎藤紙業株式会社　杉並営業所

2021年05月25日 改定
平成30年05月01日 改定

 所長　堀川　一夫
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⒈ 会社名及び代表者氏名

王子斎藤紙業株式会社　 代表取締役社長 野田　豊治

所長 堀川　一夫

（●印エコアクション21認証対象事業所） ※全社組織図参照

⒉ 資本金

13,500万円

⒊ 所在地

本 社 東京都新宿区新宿1-34-8　新宿御苑前ビル3F

杉並営業所 東京都杉並区南荻窪3-29-16

⒋ 会社経歴

1964年  3月（昭和39年） 斎藤紙業株式会社を設立　資本金750万円

1996年10月（平成  8年） 王子製紙株式会社の関連会社となる

(新王子製紙㈱と本州製紙㈱との合併による）

2000年  4月（平成12年） 増資　資本金13,500万円

2000年  7月（平成12年） 社名変更　王子斎藤紙業株式会社となる

2003年  5月（平成15年） 国際規格『ISO　14001』の認証を取得

2004年  8月（平成16年） 杉並営業所を開設

2008年  8月（平成20年） プライバシーマークを取得

2010年  6月（平成22年） エコアクション21認証取得

⒌ 全社組織図

ISO取得済み営業所 エコアクション21取得事業所

出向に付出向先取得済み
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⒍ エコアクション21実施体制

【制定日】 【改定日】

【改定日】 【改定日】

【改定日】 【改定日】

【改定日】 【改定日】

【改定日】

【改定日】

代表取締役社長

平成30年4月2日

2019年05月01日

2021年3月5日

平成21年8月21日

平成23年10月1日

平成24年6月2日

野田豊治

代表者

堀川一夫

環境管理の遂行責務

進捗フォロー

課題とチャンスの明確化

堀川一夫

環境関連文章作成

従業員　

環境改善への提言推進

活動計画への協力

環境管理事務局

事務・経理部門

廣實尚道

環境教育推進担当　　　小川貴浩

事務局　　清水幸昌

苦情･要望の渉外

活動計画の実行

実施状況の評価

５Ｓの推進

改善の提言8名

小泉雅昭

ヤード部門担当

１名

2022年5月1日

環境管理責任者

平成25年6月1日

環境方針の策定

全体の評価と見直し

環境管理責任者の任命

経営資源の投入

環境教育推進

推進状況の報告

全社総括責任者

環境担当者の任命

環境会議の開催

運搬部門担当

平成26年10月16日

平成28年6月1日

杉並営業所所長

指示･伝達･意見徴収

実施体制の構築

従業員　従業員　

7名

渡部理行

実施状況チェツク

５Ｓの励行

伊田きよし 
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⒎ 業務内容
製紙原料の収集、運搬、選別、加工、販売。

⒏ 事業規模
(杉並営業所)

活動規模 単　位 2020年度 2021年度 2022年度

処理量 ｔ 16,950 14,271

従業員 人 24 25 22

床面積 ｍ2 1,565 1,565 1,565

⒐ 保有設備・車輌
(杉並営業所)

台数

1

1

1

(杉並営業所)

最大積載量 台数

3,000㎏  4

2,950㎏  5

2,000㎏  7

750㎏  1

350㎏  2

2,350㎏  1

2,300㎏  2

2,100㎏  1

2,000㎏  1

(杉並営業所)

能力 台数

4.5t 1

3.5t 1

2.5t 1

トラックスケール

※2020年４月～2023年3月

計量コンピューターシステム

●運搬用車輌

(2022年5月20日現在)

●保有設備

種類・名称

梱包機

車種

パッカー車

電動クランプリフト

電動フォークリフト

車種

平ﾎﾞﾃﾞｨｰ車

●作業用車輌

電動クランプリフト
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10. 許可・登録内容

●古紙商品化適格事業所認定

●特定計量器検定

●一般貨物自動車運送事業許可

●エコアクション21認証・登録 （2010年6月1日認証・登録）

●プライバシーマーク認定・使用許可

●主任計量者資格

11. 環境管理責任者・事務局・連絡先

環境管理責任者

事務局

担当者

連絡先 TEL 03-3333-6672 FAX 03-3335-6156

E-mail suginami＠ojisaitoushigyo.co.jp

12. 収集単価・処理費用

個別の見積もりによる。

小川　貴浩

認定番号

有効期限

2024年05月31日

登録番号

一般財団法人　持続性推進機構 0004978

認定番号

東京都

初回登録日

事 務 部 門

渡部　理行運 搬 部 門

東京都計量検定所長

伊田　きよし

堀川　一夫

ヤード部門 小泉　雅昭

東京都計量検定所長 第3297号

2011年02月07日

認定者 認定番号 認定日

清水　幸昌

第3248号

2011年10月11日

2011年10月11日

東京都計量検定所長 第3296号

関自貨第22号

(個人4名)

(全社)

認定番号 有効期限

2011年02月07日

第10510103(04)号 2024年05月28日

2007年09月01日

証明番号

２7計量管証第０４47号

C-01-017-10

実施者

一般社団法人 東京都計量協会

有効期限

2023年03月31日

証明日時

2021年07月05日

2005年04月21日

認定者

財団法人　日本情報処理開発協会

認定者

許可日

東京都計量検定所長 第3235号

地域
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【制定日】 【改訂日】

文章番号：oss　04-01 【改訂日】 【改訂日】

【改訂日】 【改訂日】

【改訂日】 【改訂日】

【改訂日】 【改訂日】

2022年度 22023年度

2022年４月～2023年4月 2023年４月～2024年4月

対基準年14%削減 対基準年15%削減

237,054 234,297

対基準年 14%削減 対基準年 15%削減

177,000 174,942

対基準年 14%削減 対基準年 15%削減

58,060 57,385

41.78 対28年度6%削減 対28年度7%削減

（平成28年度実績） 39.27 38.86

対基準年14%削減 対基準年15%削減

840 830

　　2022年度　4月～3月　環境活動実積

(基準年、月＝平成20年度　･廃棄物は今年度より平成28年度を基準年とする。）

単位 目標 実績 目標との差
目標に対する削

減率

基準年に対する

削減率
評価 備考

● 電力の二酸化炭素排出量は国が公表する「令和4年度の電気事業者別二酸化炭素排出係数」のうち

東京電力の数値（0.447）を用いて算出しています。

● （6）の「クリーンな原材料」とは古紙収集運搬時の配布用トイレットペーパーをエコ登録した自社ブランド品

を使用。また、「PPテープ資源化」とは廃棄物となるＰPテープを燃料の原料として資源化し関連工場で使用。

● 朝ミーティング及び月1回実施の全体ミーティングで上記削減情報を報告･共有することにより

従業員の意識向上に努めています。

23.66

-

全て自社ブランド品

を使用、燃料の原料

として資源化

-

L

275,644
対基準年16%削減

231,541

整理、整頓、清潔、

清掃、躾の徹底

整理、整頓、清潔、    清掃、躾の

徹底

21.5 % 

二酸化炭素排出量削減 Kg-CO2

33.4 % 

39.8 % 

平成21年 08月 20日 平成27年 04月 10日

○

kWh

27.6 % 

28.2 % ○

平成23年 04月 15日

平成24年 03月 20日

チェックリストの作成と

記入。

平成25年 06月 20日

目標に対し27.6％削

減できた。

-

38.3 % 

32.5 % 

ベーラーポンプを極

力半分稼動にしたた

め　21.5％削減でき

○

目標に対し28.2％削

減できた。

平成２0年

度(2008年

205,814

38,021138,979

16,014

3/4現在52週中

37週ＯＫ

66,865

リサイクル品の使用、

PPテープ再資源化

42,04658,060

-

チェックリストの作

成、記入によりほぼ

達成できた。

配布用のトイレット

ペーパーをエコ登録

し自社ブランド化し

目標に対し33.4％削

減できた。

目標に対し39.8％削

減できた。

○

○

○

○

リサイクル品の

使用、PPテープ

資源化

ｔ

㎥ 280

15.6139.27

廃棄物排出量削減(4)

(6)
クリーンな原材料及び

資材の積極的な利用

(3)
化石燃料消費量削減

(軽油,ｶﾞｿﾘﾝ,灯油）

(4) 廃棄物排出量削減

水道使用量削減(5)

単位環境目標

化石燃料消費量削減

(軽油,ｶﾞｿﾘﾝ,灯油）

(2) 電力消費量削減

(3)

(1) ５Sの励行

二酸化炭素排出量削減 Kg-CO2

基準年度
年度目標 備考

軽油消費量だけでなく化

石燃料と改めた。

2024年度

67,512

整理、整頓、清潔、

清掃、躾の徹底

(5) 水道使用量削減 ㎥

(6)

雨日以外の道

路清掃の徹底

クリーンな原材料及び資

材の積極的な利用

５Sの励行(1)

28年度を新たに基準年とす
る。（37.41ｔ）→（41.78t）

2022年 05月 24日

環境目標

177,000(2)

237,054

電力消費量削減

※資料1により基準年のCO2排

出量を改めた。（241,638→

275,644）

平成26年 04月 09日

L

平成28年 04月 10日

2020年 04月 10日

2021年 04月 10日

- -

PPテープ2017年11月出荷分か

ら引取費化しｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ。

リサイクル品の使用、

PPテープ再資源化

対基準年 16%削減

56,710

リサイクル品の使用、

PPテープ再資源化

2024年４月～2025年4月

対基準年 16%削減

172,884

対28年度8%削減

38.44

対基準年16%削減

kWh

170,189

977
821

ｔ

840 42.7 % 

43.4 % 

560

37.7 % 
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責任者

Δ10％ 2022年度　環境活動実施計画書および実施結果表 作成日：2022年4月8日から 確認日：2023年3月31日

環境目標 目標達成手段 責任者

 (具体的方法） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

二酸化炭素排出量削減 24,702 48,065 71,419 95,701 118,777 141,270 164,741 185,803 209,627 230,691 252,867 275,644

2008年度実績 275,644 kg‐Co2 二酸化炭素排出量 目標　(累計) 21,243 41,336 61,420 82,303 102,148 121,492 141,678 159,790 180,279 198,395 217,465 237,054

2022度目標 237,054kg‐Co2 kg-CO2 実績(累計) 15,076 28,994 43,386 58,853 74,468 89,387 103,218 116,300 130,786 143,874 156,654 170,189

170,189 差（累計） 6,168 12,342 18,034 23,450 27,680 32,105 38,459 43,490 49,493 54,521 60,811 66,864

（△14% 2008 年実績基準） （電力、化石燃料、ガスより） 評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

①ベーラー掃除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②ヤード内掃除 堀川 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②道路掃除(紙拾い) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

電力消費量削減 ①不用時の消灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2008年度実績 205,814 kWh ②PCの電源OFF 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2022年度目標 177,000 kWh ③空調温度の適正化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（△14% 2008 年実績基準） （冷房：27℃ 暖房：22℃） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

④ベーラー周り節電 小泉 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

138,979 ⑤ヤード内消灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

目標　(月別) 17,863 15,529 13,852 14,526 15,263 14,416 14,945 12,469 13,819 15,044 15,559 13,714

(累計) 17,863 33,392 47,244 61,770 77,034 91,450 106,395 118,864 132,683 147,727 163,286 177,000

実績  (月別) 11,741 10,669 10,557 12,273 12,113 12,061 10,648 10,591 12,221 12,335 11,772 11,998

(累計) 11,741 22,410 32,967 45,240 57,353 69,414 80,062 90,653 102,874 115,209 126,981 138,979

差（累計） 6,122 10,982 14,277 16,530 19,681 22,036 26,333 28,211 29,809 32,518 36,305 38,021

評　　価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

化石燃料消費量削減 ①制限速度の厳守 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（軽油、ガソリン、灯油） ②アイドリングストップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③タイヤ空気圧の適正化 車輌担当 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

④収集運搬経路の適正化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2022年度目標　58.060 Ｌ ⑤ゆっくり発進･停止の励行 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

42,046 　※回収予定表の見直し 堀川 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（△14% 2008 年実績基準） 目標　(月別) 4,831 4,826 5,145 5,341 4,770 4,741 4,957 4,629 5,302 4,143 4,414 4,959

(累計) 4,831 9,658 14,802 20,144 24,914 29,655 34,612 39,242 44,544 48,687 53,102 58,060

実績  (月別) 3,823 3,554 3,763 3,889 3,975 3,707 3,539 3,250 3,508 2,943 2,921 3,174

(累計) 3,823 7,377 11,140 15,028 19,003 22,710 26,250 29,499 33,007 35,951 38,872 42,046

差（累計） 1,009 2,281 3,663 5,115 5,911 6,945 8,363 9,742 11,536 12,737 14,230 16,015

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物の削減 ①分別排出の励行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2016年度実績　   41.78 t ②廃棄物の計量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(但し2015年4月～2016年3月) 目標　(月別) 2.77 3.10 3.79 4.76 4.23 3.21 2.97 2.68 3.14 3.28 2.40 2.94

2022年度目標   39.27 t (累計) 2.77 5.88 9.66 14.42 18.65 21.86 24.83 27.51 30.65 33.93 36.33 39.27

(△6% 2016年実績基準) 実績　　t 2.46 2.87 1.63 1.31 3.26 1.68 2.52 1.14 2.76 1.37 1.22 1.44

23.66 (累計) 2.46 5.33 6.96 8.27 11.53 13.21 15.73 16.87 19.63 21.00 22.22 23.66

差（累計） 0.31 0.55 2.70 6.15 7.12 8.65 9.10 10.64 11.02 12.93 14.11 15.61

評　　価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水の消費の削減

2008年度実績           977 ㎥

2022年度目標            840㎥ 目標　(月別) 110 114 147 138 163 169

（△14％　2008 年実績基準） (累計) 110 224 372 509 672 840

560 実績　　 ㎥ 84 97 108 106 88 77

(累計) 84 181 289 395 483 560

差（累計） 26 43 83 114 189 280

評　　価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①リサイクル品の積極使用

②PPテープの再資源化 実績　　t 1300 1280 0 0 1670 0 1410 0 1610 0 0 0

１１月よりサーマルリサイクル 評　　価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

達成手段はチェックリストにより○、△、×を記入。評価欄は月次、累計とも達成　○、月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　×を記入。代表者兼管理責任者は6ヶ月毎に確認し、取組みに問題がある場合は指示。

使用量は減少しているものの、去年同様

料金の高騰が続いている

ので、今まで以上の節電が必要とされる

が目標に対し21.5％の削減に成功の削減

に成功した。

5月に基準年をオーバーしてしまったが

全体としては順調に推移した。

目標に対して39.8%の削減に成功した。

順調に推移している。

通年

通年

〇 〇 〇

スケジュール 評価／指示
（代表者兼責任者）

基準年実績(累計）

順調に推移している。

目標に対して28.2％の削減に成功した。
通年

（1）   ５Ｓの励行

5Ｓの推進によりほぼ達成できた。従業

員の意識改革として掃除当番を決め道路

清掃の強化に努めた。

（2）

堀川

上半期

順調に推移している。

通年

（3）

上半期

順調に推移している。

通年

目標に対して27.6%の削減に成功した。

通年

使用量としては減ったものの依然として

価格の高騰が続いている為、さらなる燃

費運転の推進等が強く求められる。

（4）

堀川

（5）

①節水呼びかけ 堀川 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

PPテープを年間で7.27t出荷しサーマル

化した。

エコ登録した自社のトイレットペーパー

を配布用に使用した。

目標に対し33.4％の削減に成功した。

（6）

クリーンな原材料及び資材の積極
的な利用

堀川 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇

文書番号：OSS 04-02文書番号：OSS 04-02文書番号：OSS 04-02

2016年度実績値

2016年度実績値

2016年度実績値

2016年度実績値

2016年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2019年度実績値

2021年度実績値

2021年度実績値

2021年度実績値

2021年度実績値

2021年度実績値

文書番号：OSS 04-02文書番号：OSS 04-02文書番号：OSS 04-02

2021年度実績値

2021年度実績値

2021年度実績値

2021年度実績値

2021年度実績値

2022年度実績値

2022年度実績値

2022年度実績値

2022年度実績値

2022年度実績値
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達成手段はチェックリストにより○、△、×を記入。評価欄は月次、累計とも達成　○、月次または累計が達成　△,
月次、累計とも未達成　×を記入。代表者兼管理責任者は４ヶ月毎に確認し、取組みに問題がある場合は指示。

前年と同様、廃棄物については、改めて削減の方法を模索していく。
従業員の健康と安全を考えながらも、水の消費量削減に努めていく。

エコ商品を意識して 購入。PPテープを再資源・有価物化できた。

各自チェックを行っている。

経済的なルート回収を心掛ける。

定着してきた。

定着してきた。

選別強化のため禁忌品が増えた。

ほぼ定着してきた。

定着してきた。

定着してきた。

温度設定に気をつけた。二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

（2）
電力使用
量削減

②アイドリングストップ

③タイヤ空気圧の適正化

定着してきた。

定着してきた。

安全ミーティング等で制限速度厳守を呼びかけた。

定着してきた。

（5）水の消
費の削減
（6）クリー
ンな原材料
及び資材の
積極的な利

○

○

①節水呼びかけ

リサイクル品の積極使用、
ppテープの再資源化

（3）
車輌燃料
消費量削
減

○

○

④収集運搬経路の適正化

○

○

○

⑤ヤード内消灯

○

○

○

○

主要な環境活動計画の内容

（4）廃棄物
の削減

○

○

①分別排出の励行

②廃棄物の計量

①不用時の消灯

②不用時PCモニターのOFF

③空調温度の適正化

④不用時ベーラー電源のOFF

⑤ゆっくり発進・停止の励行

取組結果の評価

（1）5Sの
励行

雨の日以外の道路清掃の実施 ○ 定着してきた。

①制限速度の厳守

○

環境目標

環境活動計画の内容と取組み結果
の評価

次年度の取り組み内容
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当社の「環境関連法規制等一覧表」に基づいて評価した結果、遵守違反はありませんでした。
以上法の順守を確認いたしました。
又外部からの訴訟などは過去3年間ありませんでした。

○
○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

○
法第五十七条 ○

○
○

○ ○
○
○
○

○ ○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

見直し年月日

1、 全体評価
環境経営システムは特に問題はありません。

5Ｓの励行、電力消費量削減、化石燃料消費量削減については、従業員の意識の高まりもあり

達成できました。

廃棄物の削減については、選別強化による禁忌品の増加もありましたが達成できました。

水の消費量の削減は各従業員が節水を心掛けています。

法規制などは遵守しております。

また従業員の意識向上を目指すと共に、近隣に対しての騒音、振動などの軽減に努めます。

2、 見直し・指示
更なる振動軽減に努めます。
廃棄物に関しても、削減に向けて活動を行います。
健康、安全を考え、水の消費量削減に努めます。

法第五十六条

オフロード法

第一項、第四項

法第六十四条

法第六十六条

法第三条

道路運送車両法

道路交通法
法第六十五条

関する政令

危険物の規制に

法第７条第五項の第三号

法第七条の五

法第七条の三

騒音規制法

令第二十一条の二

法第七条の一

法第五条

廃掃法

確認

○

（衛生管理者）

安全管理者

法令条項

消防法

該当する要求事項 法令条項

フォークリフト運転資格

フォークリフト運転資格

○

一般廃棄物排出者の

労働安全衛生法
安全衛生推進者等

収集・運搬委託

法第七条

法第八条

法第十六条の三

(市町村条例参照)

法第七十四条の三

確認 該当する要求事項

法第五十八条

法第七十二条

法第二十二条

振動規制法
自動車Nox､PM法

消防法

法第七条の二

（例外：専ら再生利用目的
に該当）

一般廃棄物の収集・運搬業

2023年04月23日

第四条（第十三条）

安全委員会

（衛生委員会）

（安全衛生推進委員会）

令第十七条

都道県条例

法第九条の四

令第一条の一三

○

第四条（第十三条）

第六条

都民環境確保条例 第五十二条
第十一条

第十条、第十二条

一般廃棄物排出者の収集・
運搬委託者選定基準

貨物自動車運送

○

家電リサイクル法
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2022年4月 ～

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3月分 計

ｋｗｈ 11,741.0 10,669.0 10,557.0 12,273.0 12,113.0 12,061.0 10,648.0 10,591.0 12,221.0 12,335.0 11,772.0 11,998.0 138,979.0

5,248.2 4,769.0 4,719.0 5,486.0 5,414.5 5,391.3 4,759.7 4,734.2 5,462.8 5,513.7 5,262.1 5,363.1 62,123.6

ℓ 3,647.10 3,448.60 3,611.50 3,683.40 3,765.10 3,556.40 3,264.90 3,076.00 3,326.40 2,794.80 2,804.90 3,074.10 40,053.2

ℓ 175.5 105.67 151.39 205.20 209.65 150.96 234.48 173.61 141.63 110.31 116.50 99.41 1,874.3

ℓ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 40.00 0.00 40.00 38.00 0.00 0.00 118.0

m3 5.0 3.0 2.0 1.0 0.0 1.0 2.0 4.0 6.0 6.0 5.0 5.0 40.0

9,827.5 9,149.0 9,673.2 9,981.4 10,200.3 9,527.9 9,071.4 8,347.5 9,023.3 7,574.1 7,517.7 8,172.6 108,065.9

15,075.7 13,918.1 14,392.2 15,467.4 15,614.9 14,919.2 13,831.0 13,081.7 14,486.0 13,087.8 12,779.8 13,535.7 170,189.5

※　資料1

基準年度より二酸化炭素排出量を電力使用量と軽油使用量より算出してきましたが

24年度より電力使用量と化石燃料使用量により算出致します。

電力の二酸化炭素排出量は国が公表する「令和4年度の電気事業者別二酸化炭素排出係数」のうち

東京電力の数値（0.447）を用いて算出しています。

二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量計

ガス消費量

ｶﾞｿﾘﾝ消費量

灯油消費量

化

石

燃

料

電力使用量

二酸化炭素排出量

2023年3月2022年度

資料 1

軽油消費量

電

力


